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深志の鯉幟（４月 18日、目入れ式） 
縮小とんぼ祭のメイン会場に模様替えしていた講堂ですが、

月曜日の早朝訪れてみると、すっかり元通りに戻っていまし

た。日曜日の間に の諸君が、疲れた身体に鞭打って片

づけてくれた結果です。新入生を歓迎する各種セレモニーも

14日までに一段落、徐々に学校の日常が戻ってきました。 

そんな中、18日の水曜日の放課後、恒例の鯉幟の目入れ式

を行いました。高校と鯉幟、ち

ょっと珍しい組み合わせかもし

れませんが、１棟の屋上で鯉幟

が泳いでいる歴史は古く、５月の風物詩の一つとして地域の皆さんか

らも「楽しみにしているよ」という声をいただきます。この鯉幟は、

が 11月から数か月間かけて、自分たちの手で作ります。そして、

この苦心の作に目を入れるのは校長の大事な仕事の一つになってい

ます。私の校長室における座右の銘「深志百年」によれば、鯉幟の歴

史は深志第２代校長の岡田甫先生が、生徒との雑談の中で鯉幟の話を

したことがきっかけで、昭和 26 年に始まったようです。それから一

時期、途絶えたこともありましたが、昭和 44 年に当時の応管によっ

て復活し、以降、代々受け継がれてきました。鯉が滝を上ると竜にな

る、という中国の言い伝えがありますが、この滝を上

る鯉の姿こそ、いくつもの困難を乗り越えていく深志

の生徒のあるべき姿、という岡田先生の思いが込めら

れています。（生徒の通用門を「登竜門」と呼ぶのも、

この中国の故事に起源があるようです。）いつの頃から

か、鯉幟の名前は校長の名前に在職年数を付ける形に

なっていて、今年は「義明２号」。昨年の１号の時も名

前がついているだけに、風がなくてぐったりとしてい

る姿を見ると、「しっかりしてくれ」と心の中で激励し

たくなり、何となく泳がない責任を感じてしまう鯉幟

です。２号がその雄姿を披露するのももうすぐです。 

リュックサックの寄贈を受ける（山岳部ＯＢ会創部 100年記念、４月 20日） 
今年、山岳部は旧制松本中学時代から数えて を迎えるそうです。節目の年を迎えるに

あたって、20 日の金曜日の放課後、現役の部員に登山用の大型リュックサック 11 個を山岳部ＯＢ

会から寄贈していただきました。いただいた鮮やかなオレンジ色のリュックサックには校名もプリ

ントされています。私は校長会で不在、大変失礼をいたしましたが、この場を借りて心から感謝を

昨年の１号、何とか泳いでます。 

講堂は舞装の活躍で日曜日にすっかり原状復帰 

今年の２号は水色ベースで、優しく涼しげな仕上がり 



申し上げたいと思います。登山は常に自然の驚

異と隣り合わせのところがあります。自然への

畏怖の念を持ちつつ、安全の確保を第一に考え

て十分な対策をとったうえで、長野県の豊かな

自然の素晴らしさを味わい、人間的に成長でき

る活動となることを引き続き期待します。 

春季北信越高校野球中信予選組み合

わせ決まる（４月 17日） 
ここ数年の野球部の大活躍で、ＯＢの皆さん

も含めて周囲は大いに盛り上がっています。

昨年度は、春と秋の中信予選を

。中信地区は私立の強豪校が目白押し

で、地区予選と言えども優勝することは並大

抵のことではありません。夏の大会の試金石

となる今大会、冬の間の真摯な積み重ねが結

実することを期待しています。（球場で歌う

校歌は気持ち良いものです。） 

野球だけでなく、運動部の３年生にとって

最後の大会となる中信高校総体も目前に迫

っています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今週の予定（Ａ２） 

日 曜日 行  事  等 そ の 他 

２３ 月   

２４ 火  尿検査  

２５ 水  尿検査  職員会  

２６ 木   

２７ 金  一斉委員会  

２８ 土  土曜授業（公開） ＰＴＡ総会  

２９ 日  昭和の日 総文祭 100日前イベント（ｱｲｼﾃｨ 21） 

３０ 月  振替休日  

５/ １ 火 （Ｂ２）木の授業  

 

現在の部員は男女合わせて 20名。1年はこれからです。 

21日(土)、早くも真夏日となった日のロータリー 

さてここで問題です。階段に

置かれているバケツは何のた

めのものでしょうか。これは

掃除の置き忘れではなく、雨

漏りを受けるためのもので

す。大雨の翌日はこのバケツ

が一杯になりますが、どこか

ら漏れているのかが特定でき

ません。歴史的建造物を守る

ことはそれなりに大変です。 


